








































































































































from Wajima-Nuri people and  the  felling of  the 
elderly people in Kanazawa city]
【研究内容】金沢市内のレストランや輪島市内
の地域コミュニティなどにおいて輪島塗の感性
評価や「もの語り」をインタビュー調査してい
る。形容詞のワード対を用いた感性評価データ
から、一般的に漆器に対する感性評価において
は、実用的な（practical）、軽い（light）、親近
感ある（familiar）などに評価者達は反応して
いるが、輪島塗に対しては、ホッとする（relief）、
優しい（tender）、高貴な（noble）という感性
ワードが高得点を得ることを発見している。特
にこのグループが注目したのは輪島塗購入のポ
テンシャルが高いであろう退職者達の意見であ
り、感性評価データ解析と合わせて、四季折々
のイベントでの使用法などの輪島塗の新しい使
用法を検討している。また、知識共有法、輪島
塗製造法や料理の盛り付けの紹介などのプロモ
ーション法を提案している。
講評 / 講義概要
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【講評】輪島塗産業従事者達から輪島塗に付随
する「もの語り」を収集し、それに基づいてキ
ャッチフレーズを作成しようとするアプローチ
は新しい試みである。しかし、利用可能な「も
の語り」を収集するためには、従事者達との深
い交流が求められるため、留学生達には困難で
あった可能性がある。十分な時間と研究経費を
用意して交流を深めるチャンスを与え、本研究
の推進を通して、伝統産業伝道者としての経験
を積ませることが望まれる。ところで、様々な
新しい場面での使用法を提案しているので、そ
れらの場面をイメージできるようなキャッチフ
レーズの創作を試みることが今後の課題であろ
う。
グループC：感性ワードを用いた輪島塗の重要
性の紹介
［Using Kansei wards to introduce the importance 
of Wajima-Nuri］
【研究内容】子供の教育に熱心な30歳から50歳
の主婦をターゲットとしたマーケッティングを
目的として、日本中の140名の女性に対してネ
ットアンケートを実施している。輪島塗の印象
については「伝統工芸」「高級品」「優れた技術」
といった回答を、表現する形容詞としてふさわ
しいものとして「上品な」「優雅な」「落ち着いた」
などの回答を得ている。また、使用法について
は日常的に使用している回答者が２割程度、年
中行事や来客時あるいは気分を変えたいときに
使用する回答者が1割前後いることを明らかに
している。目的に関連する質問である子供の教
育については、伝統文化や日本らしさ、モノを
大切にする心を育てることに役立つという回答
を得ている反面、値段が高すぎる、手入れが大
変である、使い道がないというネガティブな意
見が無視できないことを明らかにしている。最
終的には、鳥谷先生から学んだバリュープロポ
ジション手法を用いて、ペルソナ（重要で象徴
的なユーザーモデル）として想定した40歳の主
婦に対して輪島塗をプロモーションする方法を
探求している。
【講評】バリュープロポジション手法を用いた
プロモーション法の提案は斬新で興味深いもの
である。前半の大量のアンケートデータをプロ
モーション法の提案においてどのように利用し
たかに関するロジカルな説明を加えれば、研究
としての一貫性が明確になるだろう。さらに、
提案したプロモーショ法の効果を検証すること
ができれば、あるいは関与者の賛同を得ること
ができれば完璧である。有意義であることがわ
かれば、様々なペルソナを設定して販売ターゲ
ットを拡張することが期待できる。
３．おわりに
　金沢大学の「文化資源マネージャー養成プロ
グラム」は「ローカルな文化資源のグローバル
な活用を可能にする資源発掘・管理・活用策提
案能力を身に着けた人材を養成すること」を目
的としている。石川県は輪島塗産業を始めとす
る伝統工芸品産業が京都府に次いで集積してい
る地域であるが、伝統工芸品産業の生産額は最
盛期と比べて大きく低迷している。この産業の
活性化は経済的意義のみならず、文化資源の管
理・活用の観点から重要である。プログラム参
加の学生達が、日本の伝統産業を深く学び、活
性化案作成に真剣に取り組むことは、上記養成
プログラムの成功に大きく貢献をするものと期
待できる。
　松村先生の指導による輪島プロジェクトは、
感性工学とデザイン思考を用いた活性化案の作
成を通じて養成プログラムの目的達成に貢献し
ようとする試みである。時間的・経費的制約の
中で、参加学生達は輪島塗に対する造詣を深め、
文化資源の発掘・管理・活用策提案能力を大い
に高めたと評価できる。参加学生達の今後の活
躍を期待する。
